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人権を大切にするとは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

掛合小学校 校報 ましみず

収穫祭……５年生が、１学期から米作りでお世話になった地域

の「秋葉会」の皆様と一緒に、収穫祭を行いました。この日は、

秋に収穫したもち米を使って、餅つきを行いました。とてもり

っぱなお餅ができ、みんなで、きな粉もちにしておいしく食べ

ました。この活動で米作りの学習は最後となりましたが、「秋

葉会」の皆様には、春の田植えから今回まで、大変お世話にな

りましてありがとうございました。 

ダンスパフォーマンス……雲南市の施策として、２学期より体

育活動コーディネーター（三瓶先生）を配置していただきまし

た。三瓶先生には、限られた時間の中で精力的にご指導いただ

きました。普段は、低・中・高学年ごとに分けて行っていまし

たが、最終回は、全校一斉にダンスに挑戦しました。開放的な

中、興奮気味で落ち着かない子どももいましたが、最後はみん

なで一つになって声を出し、楽しく踊ることができました。 

１１月２６日に、松江から、NPO 法人「プロジェクトゆうあい」の理事長で、視覚障がい者の

三輪利春様と盲導犬のノア君に来ていただきました。 

今回、学校としては、①いろいろな立場の方の考え方や願いを理解する。②困難を乗り越えて

生きる姿から、前向きに取り組む意欲を高める。③支え合う人々の温かさや社会のシステムへの

関心を持つ。の３つをねらいとして学習に取り組みました。 

３年生にとっては、総合的な学習の一環として、三輪さんの普段の暮らし、盲導犬との生活の

こと、目の不自由な方に出会ったときの接し方などについて、詳しく教えていただきました。ま

た、全校児童には、点字について話していただいたり、音声の出るパソコンの操作を実演してい

ただいたりしました。その間も、ノア君は大変落ち着いていて、その様子から、賢さや優しさも

伝わり、子どもたちはとても感心していました。すべての子どもたちが感銘を受けたようです。

先月の「ましみず」でもお伝えしましたが、本校では、１０月から引き続き、一人一人の人権

を大切にする取組みを行っており、１２月の人権週間に合わせてさらに取組みを深めてまいりま

した。しかしながら、子どもたちの言動を見てみますと、まだまだ十分とは言えないこともあり

ます。今回の三輪さん・ノア君との交流を通じ、少しでも一人一人を大切にする温かい気持ちが

培われたのではないかと信じています。今後の子どもたちの姿に期待しています。 

２学期の締めくくりとして、担任が、保護者の皆様と個人面談を行いました。折に触れお知らせ

したように、校内は授業に集中できないなど、全体的に落ち着かない状況が続いていました。保

護者の皆様もさぞかしご心配だったと思います。担任からは、子どもたち一人一人の様子（学習

面・友だち関係・学校生活上の課題等）をお話しし、共通理解が図れたのではないかと思います。

今後とも、皆様と協力し合って子どもたちを支えたいと思います。よろしくお願いします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

 

早いもので、今年もあとわずかとなりました。今年も、掛合小学校を・子どもたちを支えていた

だきまして、大変ありがとうございました。今年の流行語大賞の中に「お・も・て・な・し」とい

う言葉がありました。日本人にとっての大切な心遣いだと思います。学校もその精神を忘れず、来

年も努力したいと思います。引き続き、皆様の温かいご支援、ご協力をよろしくお願いします。 

皆様、よいお年をお迎えください。来る２０１４年もよい年となりますように…… 

かけやの子どもを語る会より……掛合町内の保育所・小学校・中学校・分校の先生方が、お互い

の学校の様子を見る機会を、それぞれ年間 1回ずつ設けています。１２月は小学校の順番だった

ので、いろいろな先生方に、全学級の様子を見ていただきました。授業参観後は、当日の子ども

たちの様子やそれぞれの学校の様子などを伝え合う情報交換会を行いました。その中で小学校に

対して、下記のような意見がありました。（抜粋） 

☆みんなが、先生や発表している子どもの方を見ていてよかった。 

☆「きょうの学習のめあて」が確実に押さえてあってよかった。 

★手悪さ等、少々落ち着かない子どもがいた。姿勢の悪い子どもがいた。 

★授業に取り組む態度がしっかり身についていないと、中学校では不適応になると思われる。 

（中学校生活の大半は、学習活動である。） 

★教室環境を整えることで、落ち着いて学習できるように思う。（掲示・汚れ・整理整頓等） 

  

学習規律を定着させることは大変重要で、ご覧いただいた先生方のご指摘の通りだと思いま

す。学校全体で今一度点検し直し、さらにしっかりと身につけさせたいと思います。 

 そこで、保護者の皆様にもご協力いただきたいことがあります。それは「早寝・早起き・朝ご

飯」の基本的な生活習慣の定着です。 

 子どもたちに家での様子を聞いてみると、低学年の子どもで「夜１時頃寝た。」とか、少なか

らず「朝ご飯を食べていない。」などと言う子どももます。これらの子どもたちは、学校生活を

気持ちよく過ごすことができません。机につっ伏したり、学習に集中できなかったり、いらいら

したりなど、不適応を起こしてしまいます。そこで、「早寝・早起き・朝ご飯」の基本的な生活

習慣の定着をお願いしたいのです。今までにも何回も聞いておられることでしょうが、改めて考

えてみてはいただけないでしょうか？ 

大人の世界では、夜勤のある方もいらっしゃいますので、早寝・早起きは難しい場合もありま

すが、子どもたちには、学校生活を気持ちよく過ごすための第１歩として、基本的な生活習慣を

身につけてほしいと願っています。もちろん、年末年始は、それぞれのご家庭での予定もおあり

だと思いますので、新学期が近づくにつれて、生活リズムを整えていただければと思います。家

庭と学校が協力し合って、子どもたちの健やかな成長を見守りたいと思っています。何とぞご理

解のうえ、ご協力のほどよろしくお願いします。 

感謝給食会……普段子どもたちがお世話になっている方々を

お招きし、給食をいっしょに食べる「感謝給食会」を行いまし

た。本校では、子どもたちの学習の補助など、大変多くの方に

お世話になっています。ランチルームでは、お一人お一人子ど

もたちのグループの中に入っていただいて、子どもたちと楽し

く会話をしながら、給食を食べていただきました。どうか、今

後ともご支援のほど、よろしくお願いいたします。 


